
2026 年 1 月 13 日 

報道関係者 各位 
大 和 リ ー ス 株 式 会 社 

代表取締役社長 北 哲弥 

 

 
 

 

 

大和ハウスグループの大和リース株式会社(本社：大阪市中央区、社長：北 哲弥)は、防災士有資格者

による社内プロジェクト「防災士ラボ」の最終成果発表会として、「防災士ラボ プロジェクトレビュー2026」

を、2026 年 2 月 4 日（水）に東京・虎ノ門にて開催いたします。 

本イベントでは、災害現場や被災自治体、生活者の声と真摯に向き合いながら、防災士有資格社員が約

半年間にわたって検討してきた「売ることを目的としない防災グッズ・防災車両（災害対応を想定した車両

活用）・運用アイデア」を対外的に公開します。 

防災庁創設を見据え、社会の軸足は“事前防災”へ移りつつある中、当社は復旧・復興で培った知見を、

平時の備えへ展開します。企業防災を CSR にとどめず、社会インフラとしての実装に挑みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
防災士ラボ プロジェクトレビュー2026 

■ 災害現場の「必要」から考える、企業防災の次のフェーズ 

「防災士ラボ プロジェクトレビュー2026」を開催 



 

■防災士ラボ プロジェクトレビュー2026 

本イベントは、単なる社内発表会ではなく、社外有識者・関係団体・メディアを交えた公開レビュー形式で

実施します。来場者による評価を踏まえ、最も優れた企画をグランプリとして表彰します。なお、当日評価され

た企画については、後日製品化・実用化し、全国の自治体等への無償提供も含め、社会実装に向けた取り

組みを検討しています。後半には、ニューラル株式会社 代表取締役 CEO で経営・金融コンサルタントの  

夫馬 賢治 氏を迎え、「防災×SDGs×経営」をテーマにした特別講演も行います。 

 

イ ベ ン ト 名 防災士ラボ プロジェクトレビュー2026 

日 時 2026 年 2 月 4 日（水）13:00〜17:00（予定）※12:15 より開場・受付開始 

会 場 
ビジョンセンター東京虎ノ門 601C・D 

（〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2 丁目 4-7 T-LITE 6F） 

主 催 大和リース株式会社 

後 援 一般社団法人公縁クロス機構 

協 力 株式会社防災士研修センター 

内 容 

・防災士ラボメンバーによる企画プレゼンテーションと公開審査／表彰 

（災害現場ニーズを踏まえた防災グッズ・車両・運用アイデアの公開レビュー） 

・特別講演：ニューラル株式会社 代表取締役 CEO 夫馬 賢治 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「防災士ラボ」とは 

大和リースでは、災害・防災分野に取り組む企業として、従業員の

防災意識向上と専門性強化を目的に、資格取得を推進し「防災士

100 名体制」の構築を目標に掲げています。 

「防災士ラボ」は、2025 年 9 月に発足した社内組織で、防災士資

格を有する有志 15 名が中心となり活動しています。これまで被災現

場・自治体・関係団体へのヒアリングを重ねながら、いざという時に本

当に役立つ防災グッズや車両、運用アイデアの企画・検討・試作に取

り組んできました。 

 

 

防災士ラボ 企画会議 

特別審査員（順不同） 

LINE ヤフー株式会社 
サステナビリティ推進 CBU／防災士 

安田 健志 氏 

2020 ミス日本グランプリ 
元青森放送アナウンサー／防災士 

小田 安珠 氏 

東京都議会議員 
杉並区・自民党／防災士 

早坂 義弘 氏 

ニューラル株式会社 
代表取締役 CEO／防災士 

夫馬 賢治 氏 



■大和リースの復興支援・防災の取り組み 

大和リースは、災害発生時に全国から技術者を派遣し、応急仮設住宅をはじめとする仮設建物の整備を

通じて復興支援を行ってきました。阪神・淡路大震災（1995 年）、東日本大震災（2011 年）、熊本地震

（2016 年）などの震災に加え、台風・豪雨災害においても応急仮設建物の整備に取り組んでいます。令和

6 年能登半島地震では、応急仮設住宅 1,041 戸（当社単体、2024 年 12 月末時点）に加え、仮設校舎・

庁舎・商店街を整備するなど、住まいにとどまらないまちの機能回復を支えています。 

 

▼復興支援・防災の取り組み 

https://www.daiwalease.co.jp/approach/restoration.html 

▼令和 6 年能登半島地震 復興支援事例 

https://www.daiwalease.co.jp/casestudy/case_5559.html 

 

 

●本件に関するお問合せ● 

大和リース株式会社 広報宣伝部 

TEL：06-6942-8068 

https://www.daiwalease.co.jp/approach/restoration.html
https://www.daiwalease.co.jp/casestudy/case_5559.html

